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Abstract 
Although the word “Japayukis” or Filipino entertainers working in Japan 
generally refers to women, some of these entertainers are actually Filipino 
male-to-female transgender or transsexuals. Who are the Filipino transgender 
entertainers in Japan? What does it take to work as a “talent” at a pub in Japan 
or, better yet, as a transgender entertainer? How does the Japanese audience 
perceive this type of performance? Japanese society, with its gender 
ambivalence, can be viewed as an ideal milieu for these Filipino transgender 
entertainers. This article aims to examine this unique Filipino subgroup in 
Japan and show how sexual and cultural transformations are initiated and 
influenced by background, identity, and occupation. 
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1）はじめに       
 日本で働いているジャパユキのフィリピン人のエンターティナーは、一般的 
には女性が多いが、男性から女性へ性転換したトランスジェンダー或いはトラ 
早稲田大学ジェンダー研究所紀要『ジェンダー研究 21』 
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ンスセクシャルであるフィリピン人を意味するトランスピナイ 1 の人達も含む。
トランスジェンダーは、生得的な身体的性別とは異なる社会的性別（性役割）
を担う人々である。彼らは自身を関連づける生物学的特徴を持つが、生物学的
な性別を自身の社会的な性別と同一とせず、従来の性役割とは違った振る舞い
をする。トランスセクシャルは、トランスジェンダーの一種ではあるが、しば
しば医療行為が含まれる。多くの場合、性転換手術などの外科的な医療を求め
る。この研究は、トランスジェンダー及びトランスセクシャルエンターティナ
ーとしてのフィリピン人が対象である。 
 日本で働くトランスピナイエンターティナーは、どのような人々であろうか。
日本のショーパブでトランスジェンダーエンターティナーとして、そしてタレ
ントとして働くには、何が必要であろうか。主に飲食を目的とした他国の「パ
ブ」とは異なり、日本の「パブ」では客はお酒を飲みながらホスト又はホステ
スによって娯楽でショーを観ることができる。日本の観客は、このパフォーマ
ンスをどのように受け止めているであろうか。以下でこの問いに答えていく。 
 
2）日本で働くフィリピン人のエンターティナーあるいはタレント 
 
 重労働ではあっても、それに見合うものを稼げるということが、フィリピン
人がより良い機会を求めて海外を選択する主な理由である。日本における外国
人エンターティナーの黄金期は 1980 年代だったと言われるが、トランスジェ
ンダーのフィリピン人エンターティナーの始まりは 1970 年代であった。その
ようなフィリピン人エンターティナーの働き先は、いわゆるショーパブやカラ
オケ店といったホステスがいる店であり、「お店」と呼ばれる日本における男
性用の風俗店である。 
 
3）関連した研究 
1 http://transpinayrising.blogspot.jp/2010/04/transpinay.html 
 
52 
                                                   
日本におけるトランスジェンダーのフィリピン人エンターティナー 
 
 マーティン･マナランサンの『グローバルディーヴァ：世界に離散するフィ
リピン人のゲイ男性』2 はニューヨークに住むフィリピン人のゲイ男性の民族
誌学的研究（エスノグラフィックな研究）で、自己と帰属の意識、また、移民
申請中における市民権、グローバルゲイアイデンティティの概念、文化的実践
などが生み出される、フィリピン人ゲイ男性の多様な人生を対象としている。 
 ラセル･パレニャスの Illicit Flirtations: Labor, Migration, and Sex3 では自身の
東京でのエンターティナーとしての経験を基にした、東京に移住したフィリピ
ン女性のエンターティナーに関する研究で、ホステスが人身売買されているの
かどうかを問題にしている。多くのフィリピン女性移住者を道徳的に受け入れ
ることができると考えている日本におけるホステスの仕事を、著者は好ましい
仕事ではないと強調している。 
『宝塚：現代日本における性の政治学および大衆文化』4 の中でジェニファ
ー･ロバートソンは日本の性と二面性について書いている。また彼女は、1998
年に両性具有に関連する『両性』と『中性』という頻繁に使われる二語につい
ても言及している。女性と男性の特徴を併せ持つ人のことを通常『両性』と言
うが、同時に女性的であり男性的な振る舞いをする人にも使われる。一方、
『中性』はあいまい或いは中間的な意味合いで使われ、女性的でも男性的でも
ない意味になる。『両性』はそれぞれの性の組み合わせであり、『中性』は性
の不在を意味する。 
 トマール･ヘイマンが撮った『ペパードールス』5 は、イスラエルのテルアビ
ブにあるナイトクラブで夜は女装をして踊り、日中は介護士として働くフィリ
ピン人のゲイ男性たちの生活を追った、大胆なドキュメンタリー映画である。 
2 Manalansan IV, Martin F. (2003). Global Divas: Filipino Gay Men in the Diaspora. 
Durham: Duke University Press.   
3  Parreñas, Rhacel Salazar. (2011). Illicit Flirtations: Labor, Migration, and Sex   
Trafficking in Tokyo. Stanford: Stanford University Press.  
4 Robertson, Jennifer. (1998). Takarazuka: Sexual Politics and Popular Culture in 
Modern Japan. Berkeley: University of California Press. 
5 Buchthal, S., Levin, C., & Heymann T. (Producers), Heymann, T. (Director). (2006).  
Paper Dolls. [Motion picture]. Culver City, California: Strand Releasing. 
 
53 
                                                   
日本におけるトランスジェンダーのフィリピン人エンターティナー 
 
 ハウィ･セヴェリノのドキュメンタリー6 も男性から女性に性転換したトラ
ンスピナイあるいはフィリピン人のトランスセクシャルの様々な側面を観察し
た参考資料の一つである。このドキュメンタリーでトランスピナイは 3 つに分
類される。“Pre-operation”は性転換手術（sex reassignment surgery）をこれから
受けようとしているトランスセクシャル、“Post-operation”はすでに性転換手術
を終えたトランスセクシャル、そして“Non-operation”は手術の計画がないトラ
ンスジェンダーを指す。 
 三橋順子の「トランスジェンダーと興行－戦後日本を中心に」7 では、著者
の個人的経験と専門知識に基づく分析を用いて、1950 年代中頃のフロアショー
から、1970 年代初期の「ゲイバー」におけるトランスジェンダーによるフロア
ショー、1980 年代のニューハーフパブ、そして現在テレビビジネスの中に見る
ことができるトランスジェンダー芸能人が置かれた状況までの歴史と発展を詳
細に記述している。 
 
4）方法論 
 
 本研究では 2009 年から日本とフィリピンでフィールドワークを実施し、イ
ンタビューを用いてデータを集める質的調査研究である。1980 年代、1990 年
代、2000 年代にエンターティナーとして働いていた 12 人のトランスジェンダ
ーとトランスセクシュアルに、マニラと東京の両都市でインタビューを行った。 
 
5）本研究の結果と分析 
 
日本での活動前後のフィリピンエンターティナーの経験は 3 種類に分けられ 
6 “Transpinay.” I-Witness. GMA Network. Manila. 30 Nov. 2009. 
7 三橋順子.（2005）「トランスジェンダーと興行―戦後日本を中心に」『現代
風俗興行―イッツショウタイム！―』現代風俗研究会：48-76。 
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る。 
 
5.1）日本での活動以前 
 
a）オーディション 
 日本における外国人のトランスジェンダーパフォーマンスのブームは、1985
年から 1990 年代初期のバブル経済の間にみられた。過去 20 年間でフィリピン
の海外雇用協会が実施した“pre-departure showcase”（出発前の選考過程）を含
む、採用方法の手順は変更されたものの、エンターティナーを選ぶ主な基準は
依然として変わらず女性としての見た目の美しさ、そして歌と踊りの才能であ
る。 
 オーディションを受けた 10 代後半から 20 代の多くはトランスジェンダー、
もしくは将来性転換手術を受けようと考えている人たちである。 
エンターティナーになろうとする人は全員フィリピンで、プロモーションを
行うエージェンシーを探し、トレーニングを受け、タレントマネージャーが行
うオーディションに合格しなければならない。 
 
b）カミングアウト及び出国の理由 
 
マナランサンの本に書かれているアメリカに移民したフィリピン人のゲイ男
性の例とは違い、家族の稼ぎ頭として海外で働くフィリピン人のゲイ男性移民
者や海外の契約労働者の場合、カミングアウトの話はドラマ性の少ない、より
些細なものである。これらのトランスジェンダーは、カミングアウトに無関心 
で、彼らの女性に近づいていく変化は徐々により明瞭になるパターンが多かっ
た。  
インタビュー対象者のひとり（1980年代初期の日本のトランスピナイ芸能人）
は以下のように分析する： 
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「1970年代と 1980年代初期の日本のトランスピナイ芸能人の先駆者たちの大
部分は、大学を卒業したての裕福な家庭出身の者たちであり、彼らは経済的な
理由ではなくトランスジェンダーとして海外で働く経験を求めて家族の許可を
得て来日していた。当時その経験をすることができる環境は、日本だけにあっ
た。」 
 ジェンダーや性的指向（sexual orientation）の問題は、彼等や彼等の家族にと
って、日常の生活基盤を確保したり、より快適にしたりすることの必要性と比
べると、それほど要ではなかった。トランスピナイエンターティナーは高校や
大学を卒業し、経済、工学、社会科学やデザインなどを専攻した、中流階級や
中流階級の下層出身であることが多い。 
 
c）契約と到着 
 
 最も短い契約は 3 ヶ月、逆に最も長い契約は 6 ヶ月である。これらの契約が
不履行となることは好ましくない。 
 近年では、場所やクラブのタイプにもよるが、トランスジェンダーエンター
ティナーの月給は、日本の基本給 10 万〜20 万円程度であり、日本の標準的初
任給とほぼ同様である。東京、横浜、神奈川、埼玉、静岡、甲府、名古屋、大
阪、山口、熊本そして福岡等に彼女達が働くお店がある。東京におけるニュー
ハーフショーパブの中心は新宿と六本木であり、新宿では歌舞伎町や西新宿に
多く立地し、ゲイタウンである新宿二丁目には少ない。またトランスジェンダ
ーのコミュニティは新宿の歌舞伎町、新宿三丁目にある。LGBT（Lesbian, Gay, 
Bisexual, Transgender/Transsexual）の中心地が重なることが多く見られる欧米諸
国とは異なり、面白いことに日本の LGBT の中心地は別になっている。したが
って、新宿二丁目ではトランスピナイを見かけることはあまり多くない 8。 
8 三橋.（2005）:26-63. 
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5.2）日本での活動 
 
a）日本における性別（ジェンダー）の「演技（パフォーマンス）」と両義性 
 
 日本にいるフィリピン人トランスジェンダーやトランスセクシャルのエンタ
ーティナーのステージ上での振る舞いは、ステージを降りた普段と変わらない
ように見える。彼女達にとっては自らのジェンダーを「演じている」のであろ
うか。 
このタイプのエンターティナーは、職場と実生活の両方で生物学的な性別
を隠すことができるため、男性から女性へというより彼女達にとって望ましい
ジェンダーを演じることは当たり前のことであり、それが彼女たちのライフス
タイルとなっている。これは、日本の伝統的な演劇において、男性が女性の役
を演じることが受け入れられており、演技者の性別とは関係がないということ
に起因しているといえる。これは日本社会においてジェンダーがより不定形で
両義性を持ち、両性具有の境界となる男らしさ（男性性）と女性らしさ（女性
性）の距離が近いことからきているのであろう。 
 
b）客 
 
 パブの客層のほとんどが、20 代から 60 代の既婚あるいは未婚異性愛者の男
性で、サラリーマン、都会に住む経営者、地方の農業漁業従事者などである。 
入場料は 3千円から 3万円で、2、3回のショーとタレントの同席が含まれる。 
お店のお客の種類、及び客が出すチップはクラブの立地に依っている。店が都
市の一等地にあれば、客は管理職、経営者、社長などになる。しかし必ずしも
肉体労働者がチップを多く支払わないということではない。事実、毎日の仕事
の後の娯楽として何度もパブに通い、チップを払い続ける例が多く見られる。 
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c）エンターテイメント 
 
パブは通常夜 7 時から朝方 4 時まで営業する。トランスジェンダーだけのと
ころもあれば、女性のパフォーマーが一緒のところもあり、フィリピン人だけ
の場合や、国際色豊かな場合もある。ショーは 15 分から 40 分程であり夜遅く
から始まる。ショーは、ダンス、日本や海外の歌のステージ、ロパク（自分の
ものであるように、歌に沿って歌うふりをすることを真似ること）によるステ
ージや、外国の伝統文化を見せるショー、コメディーショー等がある。カラフ
ルで派手な衣装を身に着けたゴージャスなトランスジェンダーやトランスセク
シャルがステージを彩る。観客の言葉を借りると、「奇妙で」、「面白く」、
「珍しい」、トランスジェンダーのエンターティナーのステージによって、観
客たちは魔法にかけられたようになると言う。 
 ショーの後、もし観客がパフォーマーたちと良い関係を築けたら、そのまま
彼等と話をしたりお酒を飲んだりすることができる。パフォーマンスの他、エ
ンターティナーは、顧客と知り合う機会を求める。顧客は個人的に付き合うエ
ンターティナーを選ぶことができる。日本語での会話のスキルは必要ではない
が、徐々に上達してくる。彼らは 1万円から 5万円ほどのチップを受け取る。 
パレニャス 9 によると、ホステスの仕事は売春と似ているという間違った
憶測がされている。ホステスの仕事は女性のエンターティナーと同様、客をも
てなすことであり、性的なサービスを提供することではない。 
 
d）日本人男性はトランスピナイのエンターティナーの何に惹かれるのか 
 
三橋の論文によるとトランスジェンダー芸能人の魅力は以下の 3 つの特徴
に分類されることができる。（1）男性と女性の複雑な組み合わせ。美しさだ 
9  Parreñas, Rhacel Salazar. (2011). Illicit Flirtations: Labor, Migration, and Sex   
Trafficking in Tokyo. Stanford: Stanford University Press, 176-177.  
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けではなく、両方の性が連動し、結び付けられることによって生まれる魅力を
持つ場合。（2）美しい女性として魅力的な場合。（3）男性から女性への変化、
変容そのものが魅力または良さを持っている場合。 
対照的にフィリピン人の最も魅力的な特徴である明るく無邪気な性格、も
しくは生まれながらの優しさがその要因として考えられる。トランスジェンダ
ーのパフォーマンスや、彼等との会話から、客は心地よさを見いだし、癒され、
不安を忘れる。さらに、相互関係のなかの家父長制が容認され、妊娠のリスク
もないという点においても、男性はトランスジェンダーやトランスセクシャル
に惹かれる傾向があるようである。あるインタビュー対象者は、家族よりも仕
事という考えをもつ日本人にとって、フィリピン人が仕事や友人よりもまず家
族を優先すると考えることに憧れがあり、フィリピン人と付き合いたいと思う
人も多いと言う。 
トランスジェンダーの恋人がビザや性転換手術のサポートをすることもあ
る。中には日本人の異性愛者の女性やレズビアンと結婚し、正式に日本に滞在
する人もいる。その理由にフィリピンでは戸籍上の性別の変更はまだ認められ
ていないという背景がある。 
 
5.3）日本での活動後 
 
a）契約更新 
 
 契約期間は最長でも 6 ヶ月のため、ほとんどのエンターティナートランスピ
ナイは、日本で働く契約を数回更新して平均 15 年ほど滞在を延長するか、
“bilog”と呼ばれる、非正規滞在の超過滞在となる。 
 彼等は金銭的に独立しており、海外で生活してきた経験があるため、日本で
エンターティナーとして働き、生計を立てては性転換者たちの間で強さと地位
とを得ることになる。 
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トランスピナイエンターティナーは簡単に女性として日常生活に溶け込ん
で、女性として“pass”できるため、日本で彼等と出会うことは難しい。非合法
滞在のトランスジェンダーとトランスセクシャルのフィリピン人エンターティ
ナーは、強制送還されることを避けるために、隠れているか完全に彼らのアイ
デンティティを変えている。それ故に彼等は 「行方不明（disappearance）」に
なる。そのため、フィリピンの海外労働者としての、そして本当の性的アイデ
ンティティとしての彼等の存在は実体がつかみ難い。したがって、外国におい
て、女性であり合法的な存在であるふり“pretending”することが、本来の彼等の
“performance”であると言える。 
 
b）1980年代のエンターティナー 
 
 フィリピンのトランスジェンダーとトランスセクシャルのフィリピン人エン
ターティナーの 3つのグループは、1980年代、1990年代と 2000年代に分けら
れる。先駆者としてエンターティナーの受け入れが 1970 年代に始まったが、
エンターティナーの数の増加は 1980 年代により顕著であった。専門職業意識、
スキルとビザのスポンサーに関するシステムは、近年において変化している。
1980年代、上流中産階級出身のエンターティナーの多くは彼等の社会的素質よ
り帰国するまで互いにより強いつながりと友好関係を持ち続けた。一方、顧客
に気に入られることを切望して、恋愛関係の悩みを抱えていたエンターティナ
ー達の間には、より多くの破滅や競争があった。そのうえ、エンターティナー
は、誤った指導と自己管理不足による、自殺、薬物中毒、アイデンティティと
人格の変化など、報告されてない事例もある。彼らがフィリピンに又は海外に
いるかどうかに関係なく、彼らが自己を管理する方法は、彼らの環境、社会階
級と教育を受けている統合性と価値を反映している。 
 
c）帰国後 
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 エンターティナーの契約を終えて、彼等が故郷に帰国した後は、彼等が日
本に行く前に残してきた生活を再び始める。彼等はクロスドレッサーまたは
振り付師として、エンターテイメントビジネスでのキャリアを追求し続けた
り、美容院のような仕事をスタートしたり、更なる研究などのために学校に
戻ったりする。 
 彼等が何を選び、どのような道に進もうとも、彼等は日本の生活で学んだ
ことを活かしている。 
 職業意識と何に対しても最善を尽くすこと―例えば、時間を厳守すること、
清潔さと秩序を維持することといった、日本的特徴―それ故に、彼等はフィ
リピンでの自分たちの再登場“reappearance”を誇りにしている。彼等は日本に
おける仕事を通してそのような日本の素晴らしい文化を学んだ。それ故彼等
は帰国後も誇りを持って生きていくことができるのである。 
 帰国したフィリピン人は他の国のシステムがどのように機能するかを直接
経験するので、自分たちが外国で学んだものを応用させることによって、よ
りフィリピンの社会に貢献しなければならないと感じている。それが職業意
識、良いシチズンシップ、良い振る舞いと最善を尽くすことである。もしこ
れらのトランスピナイに日本にもう一度戻る機会が与えられたら、彼らはエ
ンターティナーとしてではなくとも、戻ることを選ぶであろう。 
 
6） 結論 
 
女性として“pass”できるということは、上手に化粧をして、女性的な服を
着ることによる、エンターティナーの身体的なイメージに関連している。し
かし、感情的そして精神的な側面も同様に存在する。一度彼等が現実的に受
け入れられる外部的イメージを達成すると、彼らは内部的なイメージを構築
し、女性として“pass”しようと考える。自信を徐々に持ち始め、そして、管理
された状況に自身を置くことによって、女性としてパスするというゴールを 
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達成することになる。     
三橋の論文によると、彼らは、限りなく本当の女性らしくふるまうために、
身体的・精神的な努力を重ねる。その結果、彼らの本来の性はだんだんと見え
なくなり、トランスジェンダーとしての特徴は失われていく 10。大部分のトラ
ンスジェンダーが手術を通して本当の女性になることを好むにもかわらず、ト
ランスピナイのなかには本当の女性と争いたくはないと考えるものも多い。彼
らは、彼らが自分自身に非常に満足しており、この傾向は手術を好むものによ
り強く見られる。トランスピナイエンターティナーと芸能人たちは日本にとど
まらない限り、本物の女性のように社会に簡単に溶け込むことはできないであ
ろう。なぜなら、フィリピンでは、彼らがゲイであろうがストレートであろう
が関係なく、男らしさと女性らしさの間で区別がより明らかであるからである。 
フィリピン社会においてこの性的指向（sexual orientation）の可視性に気が
付いている人はいるが、それは保守的な社会秩序と宗教的な信条のために、彼
等を支えて、保護するような法的権利としては実践されていない。したがって、
彼等の解放への障害となっている。さらに、同性愛者の関係は、教会社会に認
められる異性愛者関係とは、相違するものである。その結果、彼らが法的に認
められた状態でいることができない傾向ある。このような問題を扱うジェンダ
ーコミュニティに関する問題を支え、言及し続ける、既存および新しい LGBT
の NGO団体がある。 
トランスピナイエンターティナーは日本人から間接的な偏見を受けていな
いように見えるかもしれないが、彼等がより長く又は永久に日本に住もうとす
ると、彼等の職業に対するビザ問題は性と人種に関する問題と表裏一体となっ
ている。それにもかかわらず、日本は、トランスジェンダーとトランスセクシ
ャルにとって、生活し、働くための独特な環境として考えられている。しかし、 
それはエンターティナーに限って言えることであり、フィリピンで日常的にあ 
10 三橋.（2005）:68. 
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りふれたことではない。 
ますますトランスピナイが彼らの話を共有して、より可視的な存在になる
ならば、彼らの性的アイデンティティが承認を得るチャンスがあるだろう。し
かし、フィリピンの社会の法的受理に関しては、それとは違ったもう一つの戦
いになるであろう。 
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